
　
平
成
３
年
の
千
葉
市
議
会
議
員
初
当
選
か
ら

30年
、
長
き
に
わ

た
り
市
政
か
ら
、
ま
た
県
政
か
ら
地
元
を
愛
し
地
元
の
発
展
に
尽

力
し
て
き
た
阿
部
紘
一
県
議
会
議
員
。
移
り
ゆ
く
時
代
の
流
れ
を
敏

感
に
察
し
様
々
な
政
策
を
実
現
し
て
き
た
。
そ
ん
な
千
葉
県
政
の

重
鎮
に
小
紙
編
集
部
の
今
村
敏
昭
が
話
を
聞
い
た
。

千葉市美術館 館長

　今年４月に「千葉市美術
館」館長に就任した山梨絵

美子さんは、1958年生まれ

で秋田県出身。1984年に「独

立行政法人東京文化財研究

所」の前身である「東京国立文化財
研究所」に入所。2016年に同研究所

副所長に就任した。東京都美術館

運営委員会委員や千葉県文化財保

護審議会委員などを歴任。専門は、

日本近代美術史で、特に高橋由一、

小林清親、黒田清輝など、近代日本

の洋画を中心に研究を重ねてき

た。企画・監修した主な展覧会に

「没後100年記念東京国立博物館所

蔵高野コレクション・浅井忠展」
(2005年)、「生誕150年・黒田清輝

展」(2016年)などがある。
　「千葉市美術館」は、1995年11月、

中央区に開館。昭和2年築の旧川崎

銀行千葉支店の建物を新しいビル

の内部に包み込み、保存・活用する

形で建てられた。開館記念展では

「喜多川歌麿展」を開催し、５万人

以上が来館した。その後、「東山魁

夷展」や「大原美術館名品展」、
「竹久夢二展」、「ボストン美術館

浮世絵名品展」、「川瀬巴水展」、

「椿貞雄展」など、多くの企画展を

開催し、好評を博した。今年1月に
開催した「田中一村　千葉市美術

館収蔵全作品展」には1万４千人以

上が来館。今年４月に開催した「大

・タイガー立石展　ＰＯＰ・ＡＲ

Ｔの魔術師」には２万９千人以上

が来館。これまでの通算入場者数
は300万人以上に達した。

　美術館は、昨年７月に
拡張リニューアルオープ

ン。「常設展示室」や「び

じゅつライブラリー」、貸

出施設「市民アトリエ」、

参加・体験型施設「つくりかけラ
ボ」「みんなでつくるスタジオ」な

どを新たに設置した。

　今後取組みたい企画展について

山梨館長は「千葉を含む房総とい

う土地と美術がどのように関わっ

てきたのかが浮かび上がる展覧

会、地域ゆかりの作家や房総を描

いた作家の展覧会など、美術館か

ら積極的に作家と房総との関わり

を作っていくことを試みても良
い」と語った。

　好きな画家は、黒田清輝や藤田

嗣治だという山梨館長は「これま

で美術館が蓄積してきた収蔵品や

学芸活動の成果がさらに多くの方
々に届くように、収蔵品目録のウ

ェブ公開や書物としての刊行、美

術館紀要やニュースのアーカイブ

化とデジタル発信、可能であれば

ウェブサイトでの発信の多言語化
などを行い、美術館の価値を国内

外に発信したい。また、展覧会に関

連した講演会やイベントなども積

極的に行い、市民の方々が文化的

刺激を受けられる場になるように

一層努力をしていきたい」と抱負

を語った。現在、美術館では、企画

展「福田美蘭展」を12月19日（日）

まで開催している。

【千葉市美術館】043-221-2311　
　　　　　（取材・浦野美智子）

山梨 絵美子 さん
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千葉県議の重鎮、阿部紘一氏の思いとは

(C)JPF

課
題

山
積

の
千

葉
を
語

る

稲
毛

を
千

葉
を

知
り
つ
く

し
た

元
県

議
会

議
長

が
稲

毛
新

聞
編

集
部
（

以
下

・
稲

）
市
議
会
に
初
当
選

さ
れ
て
か
ら
稲
毛
一
筋

30年
。
地
元
密
着
型
の
議

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
る

中
、
県
議
会
議
長
も
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
っ
て
の
思
い

や
印
象
深
い
出
来
事
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

阿
部

紘
一

議
員

（
以

下
・

阿
）
稲
毛
に
住
ん
で

60年

以
上
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
街
の
移
り
変
わ
り
を

見
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
間
に
於
い
て
多

く
の
方
々
が
こ
の
稲
毛

の
街
を
「
第
二
の
ふ
る
さ

と
」
と
し
て
ご
転
入
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
も
、
街

の
発
展
の
大
き
な
原
動

力
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
新
旧
住

民
の
方
々
が
共
に
融
和

を
図
り
、
一
致
協
力
し
て

「
子
供
た
ち
の
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
」
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
我
々
に
与

え
ら
れ
た
使
命
だ
と
考

え
ま
す
。

稲
・
議
員
生
活
の
中
で
最

も
困
難
だ
っ
た
こ
と
は

何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

阿
・
県
民
に
対
す
る
一
部

住
民
か
ら
の
請
願
等
が

会
派
や
県
議
会
の
総
意

と
異
な
り
期
待
に
添
え

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

稲
・
市
政
・
県
政
を
問
わ

ず
、
今
の
千
葉
市
、
千
葉

県
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
は
何
で
、
そ
れ
に
ど
う

対
処
す
べ
き
だ
と
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

阿
・
県
市
間
の
課
題
は
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
２
点
申
し
上
げ

ま
す
。

ひ
と
つ
は
「
千
葉
市
へ

の
県
単
独
補
助
金
」
の
問

題
で
す
。
千
葉
市
へ
の
県

単
独
補
助
金
は
平
成

29

年
総
務
省
に
よ
り
ま
す

と
市
民
一
人
あ
た
り
約

６
１
０
０
円
で
す
。
こ
れ

は
全
国
政
令
市
平
均
の

約
８
８
０
０
円
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
千

葉
市
が
県
政
発
展
に
貢

献
し
て
い
る
現
状
を
考

え
ま
す
と
、
せ
め
て
政
令

市
並
み
に
拡
充
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
れ
に
よ

っ
て
市
の
社
会
福
祉
策

が
更
に
充
実
し
て
参
り

ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
県
と

市
の
水
道
事
業
の
統

合
、
広
域
化
」
を
図
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
県
営
水

道
へ
の
受
水
費
と
未
活

用
の
水
源
の
費
用
の
二

重
負
担
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
千
葉
市
水
道
局
は

厳
し
い
事
業
経
営
が
続

き
、
毎
年
一
般
会
計
か
ら

市
民
の
貴
重
な
税
金
が

約

10億
円
前
後
ま
わ
っ

て
い
ま
す
。

今
後
、
県
市
間
の
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
執

行
部
に
対
し
て
ご
理
解

頂
け
る
よ
う
説
い
て
参

り
ま
す
。

稲
・
地
震
や
風
水
害
な
ど

の
大
規
模
災
害
の
発

生
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
な
ど
の

影
響
に
は
多
大
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
特
に
地
元

商
店
街
な
ど
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
が
。

阿
・
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
仰
せ
の
と
お
り
地
元

商
店
街
も
売
上
減
や
休

業
等
深
刻
な
影
響
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

商
店
会
長
の
私
と
し

て
は
、
県
、
市
、
商
工
会

議
所
等
の
支
援
策
を
迅

速
に
会
員
に
情
報
発
信

し
、
ま
た
会
員
か
ら
ご
希

望
が
あ
れ
ば
疑
問
点
や

更
に
詳
細
に
つ
い
て
直

接
県
や
市
の
担
当
者
に

面
談
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
私
へ
の
要
望

に
関
し
て
、
持
続
化
給
付

金
の
申
込
期
限
の
再
延

長
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

稲
・
阿
部
県
議
独
自
の
政

策
や
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

阿
・
私
が
取
組
ん
で
い
る

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
主
に
以
下
の
３
点

を
。
そ
の
１
は
「
政
策
評

価
へ
の
取
り
組
み
」
で

す
。税
金
の
無
駄
を
排

し
、
県
民
の
方
々
の
求
め

て
い
る
施
策
や
事
業
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に

も
、
毎
年
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
に
よ
っ
て
検
証

し
、
そ
の
結
果
を
広
く
県

民
に
周
知
し
、
そ
れ
を
ふ

ま
え
て
総
合
計
画
の
着

実
な
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
２
は
「
医
師
、
看

護
師
等
の
人
材
確
保
と

育
成
」
で
す
。
県
民
の
命

と
健
康
を
お
守
り
す
る

の
は
県
行
政
の
一
丁
目

一
番
地
で
す
。
そ
の
こ
と

か
ら
し
っ
か
り
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

そ
の
３
は
「
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
拡

充
」
で
す
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
は
我
々
の

宝
で
す
。
命
と
健
康
を
守

っ
て
い
く
こ
と
は
我
々

の
責
務
で
す
。
現
在
の
県

制
度
で
は
通
院
は
小
学

３
年
生
ま
で
。
入
院
は
中

学
３
年
生
ま
で
を
助
成

対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、
入
院
、
通
院
と
も
対

象
年
齢
を
中
学
３
年
生

ま
で
、
一
部
高
校
３
年
生

ま
で
と
す
る
市
町
村
が

あ
る
な
ど
同
じ
県
内
で

格
差
が
生
じ
て
お
り
、
こ

の
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
意
味
で
も

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。

稲
・
熊
谷
知
事
の
誕
生
で

こ
れ
か
ら
の
県
政
は
ど

う
な
っ
て
い
く
と
思
わ

れ
ま
す
か
。

阿
・
知
事
と
我
々
議
会
と

は
「
県
民
の
命
や
健
康
」

を
お
守
り
す
る
こ
と
に

お
い
て
は
「
最
優
先
課
題

と
し
て
共
通
」
で
す
。

登
山
に
例
え
れ
ば
頂

上
（
目
的
）
に
到
達
す
る

こ
と
は
同
じ
、
し
か
し
ル

ー
ト
（
政
策
）
に
つ
い
て

は
時
に
は
違
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
議
論
の
中

で
、
県
民
の
方
々
に
と
っ

て
最
良
の
政
策
実
現
が

望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
為
に

県
民
公
開
の
場
（
議
会
）

で
議
論
を
深
め
て
い
く

こ
と
は
大
切
で
す
。

稲
・
稲
毛
新
聞
は
お
陰
様

で
今
年
、
創
刊

25周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
稲
毛
新
聞
に
つ
い

て
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

阿
・
創
刊

25周
年
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
長
年
に
わ
た
り
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
紙
と

し
て
迅
速
か
つ
適
確
に

生
の
情
報
を
ご
提
供
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
し
て
市
民
の
皆
様
に

愛
さ
れ
、
更
な
る
ご
発
展

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

稲
・
最
後
に
読
者
の
皆
様

に
一
言
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（

2面
へ
続
く
）

　取材後記……元千葉県議会議長という輝かしい経歴を持ちながら、近

づきがたい雰囲気はなく、逆に気さくに話かけていただきリラックスム

ードで対談は進んだ。亡くなった弊社先代社長と親しかったこともあり

昔話にも花が咲き、また千葉の未来に向けた意見交換も出来た非常に有

意義な対談だった。（今村敏昭）

◎千葉県文書館企画展

房総の廃藩置県

-千葉県誕生までの移り変わり-

　今から150年前の明治4年に行われた廃藩

置県はそれまでの封建的地方支配を終わら

せた画期的な政治変革です。江戸時代以来の

藩がなくなり、県に置き換わったわけです

が、その実態はどのようなものだったのでし

ょうか？今回の企画展では、当時の収蔵資料

を用いて房総ではどのような藩や県が存在

し、その後どのようにして千葉県誕生へと至

ったのか、その移り変わりの一端を紹介しま

す。▼現在開催中～令和４年２月26日(土)9

時～17時▼休館日・日/祝日/毎月末日/12月

28日～1月3日▼入場無料▼会場・千葉県文書

館１階展示室（千葉市中央区4-15-7）

℡043-227-7551/7552/FAX043-227-7550

◎千葉県立美術館

令和３年度企画展「漆黒のモダン 漆芸家

佐治賢使展」▼会期・現在開催中～令和４年

１月16日(日)▼休館日・月曜日（月曜日が祝

日の場合は翌日）/12月28日～1月4日▼入場

料・一般500円、高校/大学生250円※20名以上

は団体割引あり▼会場・千葉県立美術館 第

１～３展示室（千葉市中央区中央港 1-10-1）

TEL 043-242-8311

◎永遠（とわ）に美しく
コロナ禍を強く生き抜く女性たちへのメッセ

ージ★講演・柳内光子（山一興産株式会社社

長）50分★テイータイム25分★「みっちゃん♪

なんでも人生相談コーナー」30分▼日時・11月

23日(火・祝）10時～12時▼会場・ホテルグリ

ーンタワー幕張４階「ロイヤルクレッセント」

★会費・3,000円（ケーキ&コーヒーセット付）

▼主催・千葉県倫理法人会女性委員会▼申込

みFAX047-336-9286※11月8日締切

◎まちなかボランティア養成講座

まち全体の「おもてなし度」をアッフさせる

入門講座。外国人とのコミュニケーション、

障害者への手助け、ちばの歴史、多彩な情報

の取り方など、すぐ役立つ内容の講座です

（体験実習も別途ご案内）気軽にボランティ

アの“はじめの一歩”を踏み出しませんか？

▼日時12月5日(日)13時～16時30分▼場所・

高洲コミュニティセンター2Ｆ講習室1（美浜

区高洲3-12-1）★講師・高山功一（千葉市身

体障害者連合会会長）奥山惇（メジカラネッ

ト代表理事）小亀さおり（気配りや、コミュ

ニケーションの取り方等を指導）他▼参加費

・無料、定員20名（申込み先着順）★参加条

件・中学卒業以上で千葉市に在住・在勤・在

学の方▼申し込み方法・講座名「まちなかボ

ランティア養成講座」と明記のうえ、お名前

と連絡先（携帯）を、電話またはメール、FAX

にて下記までお申し込み下さい。▼申し込み

・問い合わせ:千葉市民活動支援センター℡

043-227-3081/FAX043-227-3082▼メール :

info@chiba-npo.net▼住所・千葉市中央区中

央2-5-1千葉市中央ツインビル2号館9階

◎千葉経済大学地域経済博物館

令和3年度特別展「房総と海」海とともに歩

んだ房総の人びと▼日時・令和3年11月13日

(土)～令和4年2月5日(土)９時～16時▼休館

日・日/月/祝▼所在地・千葉市稲毛区轟町

3-59-5（千葉経済大学総合図書館棟1階）▼問

い合せ・℡043-253-9843

◎ギャラリー古島

「児玉美香トールペイント展」-クラフトで彩

るありがとうの気持ち-▼11月12日(金)～11

月17日(水)/11月26日(金)～12月6日(月)★

ギャラリー古島・中央区春日2-25-11古島籐

家具店2階（ＪＲ西千葉駅西友側徒歩1分）

℡043-243-3313/FAX043-241-3041


